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１ 長崎大学教育学部生物学教室
２ 長崎大学教育学部附属幼稚園

長崎大学教育学部附属幼稚園で見られる
昆虫類の把握と危険生物

大庭伸也１・川谷萌花１・林寛２・清水洋子２・立川亜美２

Insects and dangerous creatures found in the Kindergartens
attached to the Faculty of Education, Nagasaki University

Shin-ya Ohba, Moka Kawatani, Hiroshi Hayashi, Yoko Shimizu, and Ami Tachikawa

はじめに
２０１６年度より著者の一人・大庭は身近な生き物に関する１５分程度の講話を長崎大学教育
学部附属幼稚園（以下，附属幼稚園）で毎年実施している。好奇心旺盛な園児たちは，身
近な自然として昆虫やオタマジャクシに興味を持ち，講話後にたくさんの質問をぶつけて
くる。このような身近な自然に対する素朴な疑問は，原体験として，知的好奇心の醸成に
不可欠である。しかしながら，附属幼稚園の園庭で観察される昆虫類であっても，市販の
図鑑に載っていなかったり，複数の図鑑を検索したりしなければ，どんな種で，どんな生
態をしているのかが分からない場合が少なくない。名前が分からなければ，その種の生態
について検索することもできない。平成３０年度に実施した附属幼稚園教諭に対するアン
ケート調査（川谷・大庭，未発表）からも，『園庭内には図鑑に載っていない（名前が分
からない）昆虫がいて困ったことがある』，という回答を５人中４人から得ている。昆虫
に限らず，生物には地域によって生息する種類が異なるのが一般的であるが，多くの図鑑
は関東や本州で見られる種を中心に載せていることが多く，九州，特に長崎でよくみられ
る昆虫についての適切な図鑑が存在しない。また，身近な昆虫であっても，ハチ類をはじ
め有毒なものや，蚊や毛虫などかゆみやかぶれを残す蛾類，そして，火傷に似た症状を引
き起こすアオバアリガタハネカクシのような身近でありながらも，その存在が認知されて
いない危険な生物も身近にいる。さらに，文教キャンパス内でマダニ類（昆虫ではないが，
日本紅斑熱や SFTSを媒介する節足動物）によるとりつき（吸血）を大庭が２０１９年５月
に経験しており，文教キャンパスに近い附属幼稚園内でも，そのリスクは決して低くない
と思われるが，詳細については全く調査されていない（ただし，文教キャンパス内は本木・
大庭２０１８の報告がある）。
そこで本研究では，附属幼稚園の園児が興味を持つ昆虫類および危険生物の把握とその
リスト作成，および附属幼稚園の教員が参照できるオリジナル図鑑の作成を行うことを目
的とした。
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材料および方法
附属幼稚園の園庭を調査対象とし，２０１９年５月２３日，６月２０日，７月１８日，９月４日，１０
月１５日，１１月１３日の計６回を行った。午前９時３０分～午後１２時までの範囲で，約１時間を
かけて園庭（約３１２m２）をゆっくりと踏査することで確認できる種および，調査に同行し
ていた附属幼稚園の園児（我々の調査に興味を持った園児による自由参加）および調査者
（川谷及び大庭の２名）が発見した小動物を記録した。調査者は木本や草本，地面に着目
して見つけ取りを実施した。１０月１５日は大庭のみで実施し，白ネル布を用いたマダニ類の
調査も実施した。
捕獲した小動物は一時保存用のプラスティックカップに捕獲し，保冷剤を入れた保冷

バッグに一時的に保管した。調査後に接写モードで小動物の写真を撮影し，その場で放逐
した。

結果および考察
附属幼稚園で確認された生物を表１に示す。確認できた生物の数が最も多かったのは９
月で，最も少なかったのは１１月であった。そのうち，園児が刺される可能性がある種（衛
生害虫）はアカイエカの仲間，ヒトスジシマカ，キアシナガバチ（図１E），ヒメスズメ
バチ（図１F），セイヨウミツバチ，ヨコヅナサシガメ（図１C），寄生虫を媒介する可能
性がある種はキセルガイ科の巻貝，チャコウラナメクジ（図１H），皮膚炎を起こすニホ
ンヒキガエル（図１G），フタイロカミキリモドキ（図１AB），チャドクガ（図１D）など
が確認された。一方，今回の調査でマダニ類は確認されなかった。
外来種として知られるキマダラカメムシ（図２AB）とヨツモンカメノコハムシ（図２

CD）については幼虫も確認できたことから，附属幼稚園内でも繁殖しているものと推測
される。ヨツモンカメノコハムシは校舎裏にある畑のサツマイモの葉の上で確認されたこ
とから，農業被害にもつながる恐れがある。
附属幼稚園の園庭で主に確認できた生物は陸生の小動物であったが，クロスジギンヤン
マやアオモンイトトンボ，ウスバキトンボなどのトンボ類が確認できた。隣接する，附属
小学校のプール上空を飛翔する姿が確認できたこと，文教キャンパスでも確認できること
（大庭，２０１５；大庭・本木，２０１８）から，これらは近隣の水域から飛来していると考えら
れる。
５月の調査のみであるが，砂場付近の溝から長崎県準絶滅危惧指定のニホンヒキガエル
（図１G）幼体が確認された。恐らく，文教キャンパスで確認される（日隈・大庭，２０１４）
ように２月頃この溝もしくはそこにつながる水路で繁殖したオタマジャクシが変態したと
考えられる。多くの園児が興味を持って子ガエルを捕獲していたが，残念ながら死ぬ個体
も多かったようである。園児が本種を捕獲し飼育したり，観察したりすることも重要なこ
とであるが，その保護も必要であろう。
調査に同行した園児がプランターの下や石の下を観察する姿が確認できた。オカダンゴ
ムシやハサミムシ類，アリ類が発見され，これらは園児の目線に近く興味を持ちやすい生
物であるが，寄生虫を媒介する恐れがあるキセルガイの仲間やチャコウラナメクジ（図１
H）も生息していたので，捕まえたり触ったりした後は必ず手を洗う指導が必要である。
刺す昆虫としてキアシナガバチ（図１E）とヒメスズメバチ（図１F）が確認された。い
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図１．確認できた危険な生物

フタイロカミキリモドキ（A，B），ヨコヅナサシガメ（C），チャドクガ（D），キアシナガバチ（E），
ヒメスズメバチ（F），ニホンヒキガエル（G），チャコウラナメクジ（H）
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図２．繁殖が確認された外来種

キマダラカメムシ成虫（A）と幼虫（B），ヨツモンカメノコハムシ成虫（C）と幼虫（D）

ずれも園内の樹木などに定位していて園児の身長よりも高い位置で確認されたが，ハチ類
にはむやみに触らないなどの指導が必要である。また，ヒトスジシマカとアカイエカの仲
間も確認された。園庭にある木の穴に溜まった水たまりにボウフラ（おそらくヒトスジシ
マカ）がいたため，園内に発生源があることになる。蚊による刺傷被害を軽減するために
は，このようなボウフラの発生源となる水たまりをなくすような環境整備も必要であろ
う。
今回の調査では調査頻度の問題から把握できなかった種もいるものと推測される。今
後，新規に確認した種についてもアップデートを行っていくことと，危険な生物を把握・
周知しやすいようなパンフレットや標本の展示が必要であろう。これは今後の課題として
残された。

謝辞
調査に協力してくれた年長組の園児の皆様にお礼申し上げる。本研究は長崎大学教育学
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